
團 石狩浜の自然

石狩砂丘の八ラタケ類を

中心とした菌類相

竹橋 誠司

砂浜の菌類相は、世界的に知見の少ない未知の研究分野である。2005年 か ら石狩砂丘の5地 点で主

にハラタケ類の定点調査を行い、地勢 ・植物の変化に伴 う菌類の構成と分布、その発生時期や生理 ・

生態を示すと共に、採集された新種、日本新産種、絶滅危惧種そして北海道から初報告 となる5種 の

生態的、形態的特徴 を紹介する。 これ らを通 じて生態系豊かな石狩砂丘の環境保全を強 く訴える。

齪 はじめに
きの こ(注1)は、森林や公園 にこそ相応 しい。海岸

砂浜で きの こに遭遇 する ことは非常 にまれで、 も

し偶然 に目にす ることが あって も、 これ は何 かの

間違 い と目をそ らすだろ う。 しか し、砂浜 の海浜

植物が繁茂 す る辺 りに目を凝 らす と、そ こには、

砂 に身 を沈 めた きの この姿 を見 るこ とがで きる。

以前か ら、砂浜 に発生 する不思議 なきの こがあ る

らしい とい う噂 は、アマチュア菌類愛好 家の間で

は密 かな話題 とな っていた。 だが、砂浜 とい う特

殊 な環境 に興味 を持 ち、 そ こに発生す るきの この

研究 は、 なか なか進 まない。 どうや ら、砂浜 とき

の ことい う組合せ はあ ま りに唐突で、 なかなか受

け入 れ難 いよ うだ。

砂浜 に発生す るきの こについて、欧州や南米で

の断片的な研究(糟 谷,2007)が ある ものの、 そ

の数 は少 ない。 日本で は近 年、糟谷(2007)が 全

国3地 点の海岸 ・砂丘 で フェノロジー(注2)研究 を

行 い、砂浜 に分布す る菌類 の群集構造 を明 らか に

した ほか、書籍(竹 橋 ほか,2010a)、 論文(浅 井,

2004;Takehashi6渉 α1.,2007;Hoshino6'o:1.,

2009;糟 谷 ほか,2007)や 報告例(竹 橋,2008;

竹橋 ・古清水,2009;星 野 ほか,2010;竹 橋 ほか,

2010b,c)な どが相次 ぎ、 ようや く本格的 な研 究

の兆 しが現 れつつあるように思われ る。

本稿 は、石狩砂丘(以 下、砂丘 と表記)に 設 け

た5ヶ 所 の定点調査地 に発生す るハラタケ類 を中

心 とした菌類 の分布調査か ら、砂丘 の菌 類相 およ

びその生理 ・生態 に関す る思索 を試みた。砂浜 の

きの ことい うと りわけマイナー な世界 を通 して、

自然豊か な砂丘 の魅力 を伝 え、砂浜の環境保全 を

考 える端緒 とな ることを心か ら願 うものであ る。

齢 狩砂丘の概要および地勢と植生
2.1砂 丘の概要(図1)

石狩砂丘は北海道中西部、 日本海の石狩湾を臨

み、石狩川が運ぶ土砂 と日本海か ら吹き寄せる強

風により形成され、その総延長は、海岸線に沿っ

て小樽市銭函大浜から石狩市厚田区無煙浜まで全

長25km、 幅200～300m、 標高およそ10mの 細

長 い海岸砂丘である(石 狩浜海浜植物保護 セン

ター,2004;石 狩市教育委員会,2004a)。 砂丘は

石狩湾に流れ込む対馬暖流により日本海側気候に

属し、周囲と比べ比較的気温の差が少な く、降水

量 も少ないのが特徴である(石 狩市教育委員会,

2004b)。 長 く平坦な海岸線は、石狩湾に発生する

注1本 稿での 「きのこ」 とは、菌糸が成長 し、人 の目に見える状態 となった子実体を指す。

注2フ ェノロジー とは 「生物季節」 と和訳 され、生物 の時間的変化や、その生活史の中での様々な活動 スケジュール

を意味する。例 えば、サ クラの開花前線 も、サクラが開花す るタイ ミングと、その原因 となる気候 との関連 を調

べているわけで、 これ もひ とつのフェノロジー研究である(糠 谷,2007)。
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図1石 狩砂丘の位置(に いしかり砂丘の風資料館提供)

低気圧 による季 節風 の影響 を強 く受 け(石 狩市教

育委員会,2004b)、 特 に厳冬期 には強風 による波

浪 の侵食 によ り、その姿 を大 きく変 える。

2.2地 勢 と植生(図2、 表1)

砂丘 の地勢 は、 ほぼ中央部 に位置す る石狩湾新

港 な ど大型港湾施 設 とこれに付随す る工業団地 や

点在 する漁港、お よび一部 の都市開発地域 を除 き、

海岸 か ら内陸部 に向か って、順 に海岸砂原(A)・

崖地(B)・ 第 一砂丘(C・D)・ 第二砂丘(E)と 、

概 ね海岸線 に並行 して帯状 に大別 され る。更 に、

第一砂丘 は人為的 に作 られた車道 を挟 んで、海側

(C)と 内陸側(D)に 分断 されてい る。一・方、海浜

域 は一般 的に、貧栄養、高温かつ高塩濃度で乾燥

した環境 であ り、 このような環境 に よ く適応 し得

る植生(海 浜植物)が 分布す る。海浜植物 は飛砂

な どを防 止 し、砂丘 を安 定 させ る重 要 な役割 を

担 ってい るが、砂丘 の植生 は、地勢 の変化 に伴い

表1の ように変遷す る。

難 調査地の概要と調査方法(図3、表2)

砂丘の地勢が比較的安定 し、海浜植物 な どの植

生が豊かな無煙浜(図3の1)・ 石狩浜(II)・ 東

埠頭海岸(III)・ おたね浜(IV)・ 大浜(V)の5ヶ

所 を調査地 として選定 した。調査地名 は地元 での

通称名で あ り、 これ ら通称名が指す付近一帯 で調

査 を行 った。調 査地 の うち、石狩浜 は石狩湾 と石

狩川 に挟 まれた半島の一部 である。 この半 島にあ

るは まなすの丘公園(VI)と 園内 にある東屋周辺

地(皿)は 、海 浜植物以外 の植生がみ られ る。 こ

のため表2の ように、調査地5ヶ 所の海岸部 をグ

ループ1、 はまなす の丘 公 園 と東屋 周辺 地 をグ

ループ2に 区別 し、それぞれ菌類相 を検討 し、 こ

れを考察 した。 なお、第二砂丘 は、植生 と周辺 を

と り巻 く環境が他の調 査地 と大 きく異 なるため、

調査対象か ら除外 した。
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図2石 狩砂丘の地勢(石 狩町,1989を 改編)
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表1石 狩砂丘の地勢区分と植生の特徴

区分 地 勢 植 生

A

海岸線から緩やかな勾配が続 くいわゆる砂浜で、強

風 による高波や海水の影響を直接受ける過酷な環境

にあり、砂浜の消失 と形成が繰 り返 され る。

海岸線付近の植生 は薄 く、僅かにオカヒジキが点在

する。崖地近 くにハマニ ンニクやコウボウムギが散

在～群生する。

B

季節風による波浪などの影響を受 け、砂浜から立ち

上がったように1～2m(時 に3～5mに 達する)

の崖地を形成する。

ハマニンニクやコウボウムギの茎や根が崖地斜面に

露出する。

C
海岸線に沿 ってほぼ平坦な砂丘が続 く。 ウ ンラ ン ・ハ マ ヒルガオ ・ハ マニ ガナな どが繁茂 す

るが、ハマニ ンニ クや コウボ ウムギが優 占す る。

D
ほぼ平坦地。砂地にやや砂礫や土壌が混 る。 カモガヤ ・オ ニ シバ ・ウシ ノケ グサ あ るい はススキ

やハ マナ スが繁茂 し、時 に地 衣類が覆 う。

E
第一砂丘後背地の低い砂丘で、周辺部は都市化が進

む。

口本有数 といわれるカシワ林 を主体 とした防風林が

形成 される。

A:海 岸砂原、B:崖 地、C:第 一砂丘海側、D:第 一砂丘内陸側、E:第 二砂丘

日本海 石狩湾

石狩湾新港→

石狩湾

石狩浜

　
≡≒∵ ・ 石 狩 川

V

1:無 煙浜(石 狩市厚田区

北部海岸付近)

r【:石 狩浜(石 狩市弁天町海

岸付近)

皿:東 埠頭海岸(小 樽市銭函

石狩湾新港東埠頭海岸付近)

IV:お たね浜(小 樽市銭函

4-5丁 目海岸付近)

V:大 浜(小 樽 市銭函 ドリー

ム ビーチ海岸付近)

VI:は まなす の丘公 園

VH:東 屋周辺地

図3調 査地の概要
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表2調 査地の概要一
[グル ープ1]

1

II

III

V

石狩砂丘の最北端で、ここから以北は石狩丘陵が迫 り、海岸線 は岩礁地帯 となる。海岸砂原は比較的広

く、ハマニンニクやコウボウムギが優占するなだらかな第一砂丘の後方は湿地帯が点在 し、更にその後

背地は、峻険な丘陵崖地 となる。

日本海 と石狩川に挟 まれた半島状の砂洲地帯。砂洲の先端の大部分は、はまなすの丘公園(保 護区)と

なり、海浜植物の宝庫である。

石狩浜から南に続 く海岸。海岸線か ら緩やかな海岸砂原が続 き、ハマニンニクやコウボウムギがよく繁

茂する。

石狩湾新港の南側。海岸線からほぼ平坦な海岸砂原が続 くが、後背地は高い崖地 となる。崖地 を越 える

とカシワ林が迫る。砂原にはハマニンニクが優占する。

海岸砂原は海岸侵食 により狭 く、す ぐ崖地に連なる。砂原の植生は少な く、その後背地に第一砂丘が続

くが、車道付近では土壌が混 じり海浜植物のほか多種 の植物が繁茂する。

[グ ル ープ2]

ほぼ平坦地。石狩川河口左岸 に面した地帯では、砂礫や土壌が比較的多 く混じる。小湿地が点在する。

大部分 は、およそ180種 もの植物が自生するはまなすの丘公園 となっている。

はまなすの丘公園内北東部に位置し、砂礫や土壌が混る。ポプラやヤナギ類の低木が密集 し、蘇苔類や

地衣類が覆 う。

1:無 煙 浜(石 狩市厚田区北部海岸付近)、II:石 狩 浜(石 狩市弁天町海岸付近)、III:東 埠頭海岸(小 樽:市銭函石狩湾新

港東埠頭海岸付近)、IV:お た ね浜(小 樽:市銭函4-5丁 目海岸付近)、V:大 浜(小 樽市銭函 ドリーム ビーチ海岸付近)、W:

は まなすの丘公園、皿:東 屋周辺地

認 試料と鰹 方法および分類結果
4.1採 集と標本 作製お よび保管

NPO法 人 北方菌類 フォーラムの活動 の一貫 と

して、2005年4月 か ら2010年10月 まで徒 歩に よ

り、ハ ラタケ類 を中心 とした定期的な採 集 を行 っ

た。砂地 に埋 もれた きの こは、根元か ら堀 り上 げ、

採集袋 に入れ、速 やかに実験室 に持ち帰 った。海

岸砂原 には漂 着 した と見 られ る流木 に付 着 した き

の こもよ く見 られ るが、採集 の対象外 とした。採

集標本 は、天 日またはコ ンパ ク トファンヒーター

によ り乾燥標本 とし、国立科学博物館 に寄贈 した。

4.2観 察方法

採集地でルーペによるきの この肉眼観察 を行

い、種類 によりきのこをナイフで切断し、変色性

を確かめた。さらに、実験室観察は実体顕微鏡、

生標本あるいは乾燥標本の切片を用いた光学顕微

鏡、場合により走査型電子顕微鏡の順 に行った。

観察結果は、主要な肉眼的特徴を記述 し、顕微鏡

観察で得られた菌糸の微細構造を線画とした。 こ

れ らの成果物 はNPO法 人北方菌類フォーラムで

保管している。

4.3分 類結果(表3、4)

得 られた標本 は、Singer(1986)お よび今関 ・

本郷(1987)の 分類:体系 に従い、分類 を行 った。

学名 はイ ンターネ ッ トIndexFungorum(http://

www.indexfungorum.org/Names/Names.

asp)、 標 準和名 は今関 ・本郷(1987)お よび勝本

(2010)に 従 った。

同定 された種 は、担子菌 と子 の う菌 か らなる34

属57種 で あった。その構成 は、担子菌が多 く32属

55種 、子 の う菌 は2属2種 であった。担子菌 の内

訳 は、ハ ラタケ類47種 ・ヒダナ シタケ類3種 ・腹

菌類4種 ・イグチ類1種 であ り、既 に新種 として

記載 した1種 、 日本新産種 として報告 した3種 、

絶滅危惧種 に指定 されている1種 、お よび今後 の

検討 によ り、 日本新産種 と考 え られ る5種 を含 ん

でいる。属名 の後 にsp.を 付 した多 くの未同定種

は、今後の研究 の進展 によ り分類 学的位 置が明 ら

か となるこ とを期待 している。

糧 考察
砂浜の きの この分布 は、植生 ・土壌pH・ 土壌 中

の塩濃度 との関連性が指摘 され、特 に、植物 の分

布 と密接 に関係 し、海岸砂原か ら砂丘 内部へ帯状

に分布 す ると考 えられ る(糟 谷,2007)。 このため、

調査地グループ ごとにその地勢 と植生 に注 目 し、

種の構成 と分布 そ して発生時期 、生理 ・生態 につ

いて考察 す る。
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5.1種 の構成 と分布

調査地 グルー プ1(表3)

この地域 に分布す る種 は、担子菌19属32種 と

子の う菌2属2種 で あった。担子菌 は、ハ ラタケ

類28種 ・ヒダナシタケ類1種 ・腹菌類3種 で あ り、

腐生性 のフ ミヅキタケ属やナ ヨタケ属 の比率が高

かった。次 に、砂丘の地勢 区分(図2)に 従い、

分布 の特徴 を概 観す る。

海岸砂原(A):植 生が少 ない海岸線付近での分

布 は ごく稀で ある。ハマニ ンニクや コウボウムギ

が多 くなる崖地付近 で、 フミヅキタケ属やナ ヨタ

ケ属 の複合種 が散生～群生 する。ハ タケ キノコ(フ

ミヅキタケ属)と その類縁種やスナジクズタケ(ナ

ヨタケ属)と その類似種が、特徴的に多 く見 られ

る。 しかし、海岸砂原は波浪の影響を直接受ける

ため、植生を含めた砂原の消長によって、分布状

況 は大きく変化する。2006か ら2008年 に石狩浜

において未同定種を含む多 くのフミヅキタケ属や

ナヨタケ属菌を採集したが、これは当時、調査地

の砂浜が安定的な状態であったためであり、現在

この地域の砂浜の多 くは海岸侵食により消失 し

た。スナジホウライタケとスナハマガマノホタケ

は、無煙浜か らおたね浜 まで、なだらかな砂原の

比較的海岸線に近いハマニンニク群落地に分布す

表3グ ループ1の 菌類の分布 と発生時期

分 布

区分 学 名 属名 ・和名 調査地 地勢区分
発生時期(月)

1 IIIII IVV ABCD 4 5 6 789 10 11

担子菌類
ハ ラ タ ケ 類

JNN・49α7ゴoπscf.〃z6η ガ6γガ

∠49π}砂 加 勿4毎66s

JNN・48η ゆ6cψ6伽4㏄var.

擁刎 翻o

JNN・49ク りの加cfψ 磁 彩%Zゴ纏 魏

蓋9欺 膨加sp.一1

み即 ゆ6sp'2

ノ隻9プリの必6sp.'3

JNNCoηoの ノ∂6cf.4観 θη∫ゑ∫

Coプ)万 ク2z4ssp.一1

Co/)γ カ2z6∫sp.一2

C7勿 φ6〃s∫oα ろ6〃α

Gα16γ 毎sp.

琢9%0の め660痂0α θ

五α6孟αγガz4εsp.

五夕0φ勿 〃π〃Z6!66α'6S

JNMα ηs〃zガθ〃%s〃z6so⑫07πs

ルZo:ηs〃z伽s6%γ 名の,ゴ

ノレZαπz∫z配ガz4∫sp.

JN

JN

ノレZ46乙η016%0α6%SOガSSαvar.

6κsoz∫∫o:

ルZ〔払0:η016%0αZαSガ1ゴsvar.

名αs〃ゑs

鳶 諺 勿 泥1`α α彿 辮oψ 海吻

鳶 認 勿76伽sp。4

飛 磁 勿 解 砺sp.・2

鳶 認 勿 惣 磁sp.・3

Aα 云勿 解磁sp.・4

Po7zα θ01z6ssp.一1

P〃 ηα601z4ssp.一2

R6ん6η θ〃α万 ろ勿如

ヒダナシタケ類

N:7⊃ ゆ触 如 〃zα7漉〃zα

腹 菌 類

06αs〃%〃zg観 〃 の雇%吻

RP販z〃%s伽z4万 α忽

71π10S'0〃ZαS〃 ガ0:伽〃Z

○
ハタケキノ:コ ○ ○

ハタケキノコ変種 ○

フミズキタケ属

コガサタケ属

ヒトヨタケ属

ニセホウライタケ

ケコガサタケ属

アカヤマタケ

キツネタケ属

ハタケシメジ

スナジホウライタケ

ヒメホウライタケ

ホウライタケ属

○

○

スナジツヤザラミノ ○

シメジ

ホテイザラミノシメジ ○

スナジクズタケ

ナヨタケ属

シビレタケ属

ヒナ ノ ヒガ サ

○
○
○
○
○

○

○ ○ ○ ■
■

□

■

■

■

○ ■

○ ■

○
○
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○

○
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■
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■
日
■
■

○

○
○
○
○
○

○

○
○

○○
○
○

○

スナハマガマノホタケ ○ ○

ヒメカンムリツチグリ ○

アカダマスッポンタケ ○

ウネミケシボウズタケ ○

○ ■

■ ■

■

凹

■

■

●

■

■

■

●

◎ ◎

●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●
●
●
●

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●
●
●
●
●

●

●

●
●

●
●

●●

● ● ●

●

●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●

●

● ●

●
●●
●●

子 の う 菌 類

ルZO716乃θ〃0:6S6π1ω2孟Ol

P6認zα α窺 〃zo望)乃吻

アミガサタケ

スナヤマチャワンタケ
○
○ ○ ■

■

● ● ●

◎:ス ナハマガマノホタケの菌核発生時期を示す。

N:新 種、JN:日 本新産種、R:絶 滅危惧種、JNN:日 本新産種 と考 えられる種

1:無 煙浜、II:石 狩 浜、III:東 埠 頭海岸、IV:お たね浜、V:大 浜、VI:は な ますの丘公園、冊:東 屋周辺地
A:海 岸砂原、B:崖 地、C:第 一 砂丘海側、D:第 一砂丘内陸側
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る。おたね浜や大浜で は、アカヤマタケ属 ・キツネ

タケ属 ・ヒ トヨタケ属が確認 されてい る。 スナヤ

マチ ャワンタケは、石狩浜 とおたね浜 に見 られ る。

崖地(B):海 浜植物 な どに覆われたおたね浜崖

地 にのみ、ハタケシメジや ヒ トヨタケ属 が例外的

に見 られ る。

第一砂 丘海側(C):砂 丘が安定 し、海浜植物 の

種類お よび量 が増 えるに したがい、多様 な種 の発

生が認 められ る。海岸砂原で特徴的な フ ミヅキタ

ケ属やナ ヨタケ属に代 わってハ ラタケ属 ・ザラ ミ

ノシメジ属 ・ヒカゲタケ属 ・コガサ タケ属 が見 ら

れる。 アカダマス ッポ ンタケは、 この地域 に限定

的に発生す る。

第一砂丘内陸側(D):さ らに植生が変化 し、フ

ミヅ キタケ属や ナ ヨタ ケ属 は全 く見 られ な くな

る。 これ は、植生の変化、特 にハマニ ンニ クとコ

ウ ボウム ギの発生 密度 との関係 が推測 され る。

2010年5月 、子の う菌 に属 するア ミガサ タケが、

石狩浜海浜植物保護セ ンター見本園で、初 めて確

認 された。 しか し、 この標 本 は未採集 であ り、今

後継続 して調査 をす る必要があ る。

調査地グルー プ2(表4)

この地域 に発生 す る種 は、全 て担 子菌で19属

25種 であ り、ハ ラタケ類20種 ・ヒダナ シタケ類2

種 ・腹 菌類2種 ・イグチ類1種 か ら構成 され てい

る。地勢別 の分布 の特徴 は次の とお りである。

はまなすの丘公 園(VI):ハ ラタケ類 とイグチ類

に加 え、 ヒメツチグ リ属 な ど腹菌類 が多様 に分布

す る。早春、石狩川河 口付近で採集 された ヒダナ

シタケ類 の タマチ ョレイタケ属2種 は、砂 中の腐

朽木片か ら越冬 し、発生 した もの と思われ る。

東屋周辺地(田):ポ プラやヤナギ類 の低木が密

集 し、砂丘の中で独 自の植生 を形成す る。多 くの未

同定種 を含むキ ツネタケ属や アセ タケ属が頻繁 に

発生 し、テ ングタケ属やベニタケ科 な どの菌根(注3)

生 のきの こが安定 的に分布 する。 これ らはポプラ

やヤナギ類 と菌根 関係 にある と考 え られ る。

表4グ ループ2の 菌類の分布と発生時期

調査地 発生時期(月)
区分 学 名 属名 ・和名

VIV∬ 4 5 6 78 9 10 11

担子菌類

ハ ラ タ ケ 類

/19召7ゼo%ssp.

、4ηzαη吻 ゴ∂o'θηη9π彪々6

∠4〃zo:%吻sp.

C1〃o(こyろ6sp.

Cγ 勿 φ6〃 ∫s6α ∂θ〃α

Eアz'010〃zごzsp.一1

Eη'010〃zごzsp.一2

塊zoの め66凋)ゴ 吻 彪

1η0σ ろθ 伽6ηvar.♂ α6θZπ

JN1ηoの ノ∂θcf.メo:60ろ ガ

Lo:60α γガα α吻 θ'勿s'ω

Lo:660:万0:∂ ゴ6010γ

.乙α6云αγゴz4ssp.一1

Lごzo孟とzアrゴπssp.一2

五6π60α9α γゼ6πs16%60〃z舵s

ルzOl勉∫〃z勉s〃zαu勿zπs

ル乏yoθ多2αsp.

Pα 短〃 πS勿001厩 πS

ハラタケ属

イボテングタケ

ツルタケの仲間

カヤタケ属

ニセホウライタケ

イッポンシメジ属

トガ リベ ニ ヤマ タケ

ク ロ トマ ヤ タ ケ

ウラムラサキ

オオキツネタケ

チチタケ属

シロカラカサタケ

オオホウライタケ

クヌギタケ属

ヒダハタケ

1軌ss認 α ノ∂θ陀ηsvar.ノb6'6ηsク サ ハ ツ

仏01侃 万θ〃α910ゴ0α ψ加 乙α

ヒ ダ ナ シ タ ケ 類

Po膨)oア 「611z4ssp.一1

Poる4)oz6〃z4∫sp.一2

イ グ チ 類

L666ガ クzz4〃zsp.

腹 菌 類

Cンα'1z%ss'6z660z6πs

Gθ αs〃%〃zg媚 〃 諺ヒ!勿〃z

オ オ フ ク ロタ ケ

タマ チ ョレイ タ ケ属

ヤマイグチ属

■

■

■

■

ハ タケ チ ャ ダイ ゴ ケ ■

ヒ メカ ンム リツチグ リ ■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

●
●

●
●

● ●
●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●
●
●

●

●
●

● ●

● ●
● ●

JN:日 本 新産種、VIは なますの丘公園、冊:東 屋周辺地

注3き のこのうち多 くの種が、樹木(マ ツ科 ・ブナ科 ・カバノキ科 ・フタバガキ科など)の 根 と 「菌根」 と呼ばれる

特殊 な構造 を作って樹木 と共生す る。菌根 を通 じて、きのこは樹木 の根か ら養分 をもらい、一方、樹木 は水分や

無機養分 などを効率 よく吸収 している(根 田,2006)。
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5.2発 生時期(表3、4)

きの この発生 は時期が限 られ、その寿命が短 く、

発見 ・採集 は偶然性か強 いこ と、 また毎年確実 な

発生が期待 で きない こと(糟 谷,2007)か ら、種

ご との発生 時期 を特定す るこ とは難 しい。一般的

に、 きの こは秋 に旺盛 に発生 し、降水量 や気温 に

大 き く左右 される と考 え られてい るが、 国内3ヶ

所の砂浜 で フェノロジー調査 を行 った糟谷(2007)

は、 きの この発生 と降水量 に相 関はない ことを示

した。一方、平均気温 が15℃ 以上 とな る6月 上旬

か ら10月 上旬 に発生 の盛期 を迎 えるため、気温 と

の相 関関係 を指摘 している。

砂 丘で圧倒的 に発生個体 数が多い フミヅキタケ

属やナ ヨタケ属複合種 は、6月 上旬 か ら9月 初旬

まで断続 的に発生す る。スナ ジホウライタケは大

浜 を除 く調査地全域 にわた って、初夏 の頃か ら秋

まで、 ウネ ミケシボウズ タケ は初 夏に石狩浜で発

生す る。東屋周辺地で は、盛 夏 にキツネタケ属や

アセタケ属 の発生が特徴的 に多 く、 これ らのきの

こは、気温 との相関が示唆 され る。比較的晩秋 に

発 生す るスナハ マガマ ノホタケ ・スナヤマチャワ

ンタケ ・ヒメカンム リツチグ リはむ しろ例外的で

あ り、アカダマス ッポンタケ は初夏 と秋 に二回発

生す る。

5.3生 態 ・生理

砂浜 は、高塩 ・夏の高温 ・乏 しい栄養素 な どか

ら不毛 な砂地 と思われがちだが、飛砂 を抑 え砂丘

を安定化 させ る多様 な海浜植物 が広 く繁茂 してい

る。 この ような環境 にきの こが発生す る ことは、

何 ら不思議 ではない。 しか し、砂浜 の きの こが森

林 の きの こ と同 じ生 活 を してい る とは考 え られ

ず、独 自の生 き方 によ り過酷 な環境 に耐 えてい る

と想像 され る。砂浜 に発生 す るきの この生態 ・生

理 は未知 の研究分野であ り、最近 の研究 によ り明

らか となった特徴か らこれを考察 する。

5.3.1生 態的特徴

砂浜 に発生す るきの この栄養 の摂 り方(分 解 ・

寄生 ・共生)に ついて、詳細 な研究例 はない。砂

丘 の きの こ、特 にフ ミヅキタケ属や ナヨタケ属 は、

柄 の根元が こん棒状 に膨 らみ、 その柄基部 に顕著

な根状菌糸束(根 状 に伸 びた菌糸 の束)を 特徴 的

に持 つ。 その根状 菌糸束 は、一部 の森林 の きの こ

が持 っている もの に比 べ、は るかに太 くて丈夫で、

その先端 は砂地深 くまで延 び、海浜植物、特 にハ

マニ ンニ クや コウボウムギの根や茎、 あるい はそ

の遺体 と結 び付いてい る。 この特性か ら調査地 グ

ループ1に みられ るきの この多 くは、海浜植物(遺

体 を含 む)を 分解 し、栄養 として吸収 している と

考 えられ る。例外的 に、スナ ジホウライタケはハ

マニ ンニクや コウボウムギの病 原菌 であ り、2008

年7年 ～9月 に石狩浜で発生 したハ マニ ンニ クの

大量 枯死 は、本 菌 の寄生 によ る ことが明 らか と

なってい る(竹 橋 ほか,2010b)。

5.3.2生 理 的性質

スナ ジホウライタケは、培養温度300Cで 一 日当

た り18mmの 急速 な菌糸成長 を示 し、高 い耐塩

性 ・浸透圧耐性 を有 してい る(竹 橋 ほか,2010b)。

この ような生理 的な特徴 は、貧栄養 かつ過酷 な環

境 下(乾 燥 ・高温 ・高塩)に 適応 している と推測

され る。 スナハ マガマ ノホタケ も類縁種 に比較 し

て耐塩性 が高 く、 その菌核 は耐塩性 と浮遊性 を合

わせ持 つ(Hoshino6砲1.,2009)。 菌核が波 にさ

らわれ、再度打 ち上 げられ ることに より生息地 を

拡散す ると考 え られ る。 これ らの特性 は、砂浜 に

生存 す るために、欠かす こ との出来 ない重要 な性

質 と考 えられる。 いずれ にして も、今後 の研究の

進展が待 たれる。

囲 湘 すべき分類群(図4)
これまでに採集し同定したきのこのうち、学術

的に注 目される5種 を選び、その生態写真を示し、

形態的特徴などを簡記する。

スナジホ ウライタケ 掘αzos鰯611循 耀so幼oγ πs

Singer(図4a)

子実体 は小形で、ハマニ ンニクや コウボウムギ

の茎 や根茎、 あるい はそれ らの植物遺体か ら発生

す る。新鮮 な子実体のか さやひだは淡 ピンク色、

柄 は時 に紫色 を帯び る。か さは初 め釣鐘形～凸形、

後 に平 開す る。 ひだ はやや疎。柄 はほ とん ど上下

同大 でやや 円筒形、幾分屈 曲する。

北米で は、オオハマガヤな どのイネ科植物 に胴

枯病 を起 こす病原菌 として知 られ る(Lucas6渉

α1.,1971;Tyler,1972)。2007年 、石狩産標本 を

もとに 日本新産種 として記載 された(Takehashi

6'α1.,2007)。 本種 は、全 国各地 の砂浜 にご く普通

に発生す る。野外接種 実験 の結果、ハマニ ンニ ク

やコウボウムギ に対 して病原性 を有す る(竹 橋 ほ

か,2010b;古 清水 ほか、未発表)。

スナ 八 マ ガ マ ノ ホ タ ケ7塑 加 乙α 初α沈 伽 αT.

Hoshino,Takehashi6渉T.Kasuya(図4b-1、

2)

子 実 体 は砂 地 に埋 もれ た菌 核 か ら発 生 し、小 形 。
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図4注 目 す べ き 分 類 群

a:ス ナ ジ ホ ウ ラ イ タ ケ 、b:ス ナ ハ マ ガ マ ノ ホ タ ケ 、b-1:子 実 体 、b-2:菌 核 、c:ウ ネ ミケ シ ボ ウ ズ タ ケ 、

d:ア カ ダ マ ス ッ ポ ン タ ケ 、d-1:子 実 体 、d-2:菌 蕾 、e:ス ナ ヤ マ チ ャ ワ ン タ ケ

顕著 な柄 を持 ち、基部 に長い根状菌 糸束 を付 け、

その先端 は菌核 に繋が る。頭部の形状 は変化 に富

み、頂部 は初 め白色～類 白色、成熟 す ると黄褐色。

柄 は頭部 よ り濃色、根元 はこん棒状 に膨 らむ。菌

核 は球形～類球形、 中央部 がやや窪んだ厚 みのあ

る円盤型、帯赤褐色～紫色 を帯びた褐色。

本種 は2009年 、石狩産標本 をもとに新種記載 さ

れた(Hoshillo6!α1.,2009)。 子実体 は、積雪下

に形成 した菌核が融雪後、風 雨に より砂地上 に落

下 し、埋没 した砂 中か ら秋 に発生 する。菌核 は石

狩砂丘 のほか余市町 ・網走市 ・斜里町 の海岸か ら

も報告 され ている(星 野ほか,2010)。

ウネミケシボウズタケ7梛osの 辮αs厩 α∠π初G.

Cunn.(図4c)

子実体 は小形、頭部 と長い柄 を持 つ。頭部 は丸

山形、初 め ピンク色 を帯 びた肌色 、乾燥 する と退

色 し類 白色 、下部 に膜質の外被膜 を持 つが、 のち

消失す る。孔[部 はやや肌色、頂部 は不規則 な星

形状 に裂 開する。基本体 はチ ョコレー ト褐色の粉

状 の塊 となる。柄 の上部 は帯黄褐色、平滑、上下

同大 、基部 でやや膨大す る。砂 に埋 まった柄の基

部 か ら糸状 の菌糸束が伸 び、時 に糸玉状 となる。

本種 の担子胞子の表面 は、明瞭 に隆起 した筋状 の

肋脈条線 に覆われ る とい う形態 的な特徴 を持 ち、

他 のケシボウズ タケ属菌 と容易 に区別で きる。

本種 は南北 アメ リカ大 陸 ・オース トラ リア ・西

ア フリカな どに広 く分布 す る(浅 井,2004)。 日本

62



では、本州の太平洋・日本海沿岸 に広 く分布 す る。

北 海道 か らの確 実 な標 本 を伴 った報 告 は、2010

年、石狩産標本 をもとに行われた(竹 橋 ・古清水,

2009)。

アカダマス ツポ ンタケ 、P肋〃πs加 〃ゴα痂Vent.

(図4d-1、2)

子実体 は初 め類球形～卵形の菌蕾で、 のち菌蕾

か ら托 とかさが生 じる。菌蕾 は、砂地 に埋 まって

い る時 は類 白色、空気 に触 れ るとすみや かに淡藤

色 よ り帯紫淡 ピンク色～ 淡葡萄酒色へ変色す る。

か さは褐色～帯黒褐色の粘液 に包 まれ、刺激臭(時

に不快臭)が す る。柄 の基部 の根状菌糸束 は、空

気 に触れ る と紫色 か ら帯赤紫色 を経て帯黒色 に変

色す る。

本種 は世界 的に広 く分布 し、 日本で は1907年 、

川村(1975)に より東京都 の小石川植物 園の砂地

か ら初 めて報告 され、 その後、新 潟県の海岸砂浜

での採集記録(松 田,1981)が ある。2005年9月 、

石狩砂丘 で98年 振 りに再 発見 された(糟 谷 ほか,

2007)。環境省 レ ッドリス トの絶滅危惧1A類 に指

定 されている。

スナヤマチャワンタケ 。P6z忽 α〃z初oφ勿ZαDur.

ieu&Montagne(図4e)

子の う盤 は類球形～深 い椀形、椀 の頂部 は開口

し、縁 はチ ュー リップ状 に裂 ける。子実層 は褐色

で平滑、外面 は暗褐色 とな り、肉は脆 い。柄 は発

達 し円柱形、完全 に砂地 に埋 まる、時 に柄 の基部

か ら伸張 する菌糸 は、枯 れたハ マニ ンニ クの茎根

を巻 き込 んで いるように見 える。

本種 は、 アフ リカ ・欧州 ・北米の砂地か ら頻繁

に報告 されてい る。 日本 では、新潟県の海岸砂浜

か らの報告が最初 である(大 谷,1982)。 初夏 ある

いは晩秋 に、本州 の福島県～静岡県や新潟県～富

山県の海岸砂浜 に分布 し、北海 道では、別海町本

別海 の沿岸(竹 橋 ほか,2010c)や 小樽:市銭函海岸

で も確認 され(竹 橋 ほか,未 発表)、 広 く北海道全

域 の沿岸 の砂浜 に分布 す ると思 われる。

饗 課題と腱
5年 間の調査から、砂丘の菌類相 がおぼろげな

が ら分か りつつある。 しかし、これまでの調査は

5ヶ 所の定点観察であり、砂丘全域 を網羅 してい

ない。また、調査の対象はハラタケ類が中心で、

腹菌類や子のう菌は未着手である。今後、広範囲

の調査地における長期的な調査が必要である。ま

た、 日本の菌類分類学が欧米に比 して遅れている

現状を反映し、採集個体数当りの同定種の割合が

少ないことは課題である。採集した標本 には、新

種や 日本新産種 となる可能性の高いものが数多 く

含 まれ、今後の研究による新たな知見の追加が期

待される。さらに砂丘のきのこの生理 ・生態は不

明な点が多 く、菌類研究者のみならず、海浜植物

や植物病理などの幅広い専門家との共同研究が必

要である。

調査 を通 じて、砂丘に想像以上の豊かな生態系

が存在することを改めて知 ると共に、全国の海岸

の環境劣化が進む中、その生態系保全の重要性 を

痛感 した。特に、砂丘の海岸砂原はレジャー車両

などによる荒廃が著しく、海浜植物への深刻な被

害から、石狩砂丘の崩壊にもつなが りかねない事

態 となることを憂慮する。このような状況の中で、

絶滅危惧種アカダマスッポンタケが、国内ではこ

の砂丘にだけ生息することは、僥倖である。絶滅

危惧種の保全は、喫緊の課題である。小樽市銭函

海岸から報告 された絶滅危惧種 スナタマゴタケ

(lmai,1936)は 、1930年 に採集 されたのち全 く発

生報告がなく、 この種の再発見に期待 したい。

謹 おわりに
きのこに対 す る一般的 なイメー ジは、「何 とな く

気 になる不 思議 な もの」 と捕 らえられているよ う

に思 う。隠花植物 の仲間 とされ、 どち らか とい う

と 「日陰者」 とされ てきた不幸な時代が長 く続 い

た。菌類研究 は、分子系統解析 な どの先端技術 を

駆使 し、分類体系 を含めて大 き く変貌 しつつあ る

が、一般的 にはまだ まだ誤解 され る ことも多 く、

生物 としての市民権 を広 く獲得 して いる とは言い

難 い(細 矢 ほか,2010)。 本稿 を通 じて きの こを含

む菌類 は 「自然界の陰の主役」(根 田,2006)で あ

る ことをご理解 いただけれ ば幸いであ る。
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